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研究成果の概要（和文）：学際研究の必要性が叫ばれるなか、「文理融合」を謳った共同研究が増加している。
しかし、そこでどのような学際交流が行われたのかはほとんど検証されていない。本研究では、ある文理融合型
の共同研究プログラムを事例に、研究者の学際交流過程を詳細に追うことで、学際共同研究が抱える課題を分析
した。その結果、共同研究の進展に影響を与えたいくつかの交流障壁が明らかになった。そのうち最も重要なも
のは、研究の「現場」をイメージするための背景知識や感覚の共有であり、学問分野・手法に関する障壁は、交
流障壁としては二次的なものであったことがわかった。

研究成果の概要（英文）：The collaboration between natural and social scientists is one of the 
important challenges both for the academia and contemporary society. Taking one research 
collaboration project as a case study, this research examined how natural and social scientists had 
academically communicated in the inter-disciplinary project. A project documentation method, 
including both quantitative and qualitative analyses, was applied to examine detailed communication 
process in the project. We found several constraints that impeded researchers’ communications. 
Especially, researchers' tacit knowledge and feeling regarding research “fields” were crucially 
important, sometimes more crucial than the constraints originated from their academic disciplines.

研究分野：東南アジア地域研究、開発と環境
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
学際研究の必要性が叫ばれるようになって

久しい。環境や災害対策、紛争などの問題に

みられるように、現代の社会問題には多くの

要因が絡み合っており、それらの解決には

様々な学問の知見を結集する必要があるから

である。そのため、昨今は「文理融合」や「異

分野融合」を銘打った様々な学際研究プロジ

ェクトが進められており、学際的教育を柱と

する教育機関も増えている。 

しかし、これは、どのように学際研究を進

めていくべきかの方法論が確立していないた

めだと考えられる。そもそも、個々のプロジ

ェクトの成功・失敗の経験を共有する試みさ

えされていないのが現状である。一方、科学

技術社会論の分野でも学際研究についての研

究事例は国際的にも少なく、さらなる研究の

発展が求められている。 

 

２．研究の目的 
本研究は、学際性（特に文理融合）を謳っ

たグローバルCOE プログラムを具体例に、研

究者による交流と「融合知」の生成過程を詳

細に追い、多角的に検証することで、学際研

究プロジェクト（特に文理融合型）が抱える

課題を明らかにする。 

具体的には、（1）学際研究、なかでも特に

学際的な交流を可能にする要因にはどのよう

なものがあり、逆に「成功」を阻む要因は何

か、（2）それらは実際にどのように生まれ、

どのように阻害要因として働くのか、という

問いに取り組む。 

その上で、そうした課題がどう乗りこえら

れうるのか、研究者の連携に必要な要件を考

察するとともに、学際研究プロジェクトの比

較研究をするための研究手法も明らかにする。 

 

３．研究の方法 
まず、過去に行われた関連研究の成果をレ

ビューすることで、研究手法や知見を検証し、

それらの課題を明らかにする。次に、申請者

らがかつて従事したプロジェクトを中心に、

グローバルCOE プログラムに採択された文理

融合型プロジェクトに関する資料を収集する。

そして、これらを「プロセス分析」と「定量

分析」から詳細に分析し、これらから得られ

た知見を、参加者が議論しながら統括しフィ

ードバックしていく。 

具体的には、以下3点の活動を行う。(1)プ

ログラムが実際の展開においてどのような問

題に直面し、解決しようとしたかを、エスノ

グラフィやプロジェクト・ドキュメンテーシ

ョン等の手法を用いて詳細に記録する。 

(2)それを統計的解析やモデル・シミュレー

ションなどの手法を用いながら多角的に検証

し、学際研究プロジェクトが必然的あるいは

偶発的に抱える課題を明らかにする。 

(3)その上で、それらがどのように乗りこえ

られうるのか、研究者の交流や連携に必要な

要件を考察するとともに、学際研究プロジェ

クトの比較研究をするための研究手法を提示

する。 

 
４．研究成果 

 報告書作成時点で、以下4点の研究成果が報

告可能である。 

第1に、1件のグローバルCOEプログラムに関

連する報告書、議事録、研究会情報、メーリ

ングリストとメール情報、成果情報など、研

究活動に関連するさまざま資料や情報を収集

するとともに、それらのデジタルデータ化を

完了し、キーワード解析などの定量分析の基

盤となるデータベースを整えた。 

第2に、これらのデータをもとに、予備的な

定量分析を行った。その結果、研究プログラ

ムの遂行上重要な役割を果たしたキーワード

やイベントを抽出することができた。また、

研究活動が進展するにつれて、交流の際に使

用されるキーワードも変化し特徴的な傾向を

示していることが明らかになった。 

第3に、上述の予備的分析の結果に基づいて、

プログラム内で実質的な学際交流のあったグ



ループや場を2つ取り上げ、参加した研究者に

対しインタビューを行い、それを記録し分析

した。その結果、研究の進展に影響を与えた

いくつかの交流障壁が明らかになった。その

うち最も重要なものは、研究の「現場」をイ

メージするための背景知識や感覚の共有であ

り、学問分野・手法に関する障壁は、交流障

壁としては二次的なものであったことが明ら

かになった。 

第4に、対象事例とは異なる性格を持った別

の研究プログラムの研究者に対してインタビ

ューを行い、対象事例を相対化する作業を行

った。その結果、対象事例はいわゆる「文系」

が主導する「放射型」の研究プロジェクトで

あり、他の多くの学際研究にみられるような、

いわゆる「理系」の研究者が主導する「照射

型」のプロジェクトとは大きく異なる特徴を

持っていることを確認した。 

なお、以上に述べた成果の主要な部分は本

報告作成時点で未公表の状態である。今後は、

これらの知見を整理し再分析を行ったうえで、

できるだけ早く論文や図書の形で公表してい

く予定である。 
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